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匌蓎ٖؒ٦كタ吳式⠓爡
ㅷ䊛⼒㣐❁ 1�28�1
甧䊛䋐刌歕 1�36�3（匌蓎甧䊛ٕؽ）
劦䌽䋐涯瀖⼒匌劦䌽㔊勴 2�1�1
➱〴䋐㹧㙹ꅿ⼒団䀤 4�2�3（➱〴 .5 ٕؽ）
（ٕؽ؍ذءؙحصا）䋐㣐㹧⼒咉加歕 1�7�5תְׁ
倜悻䋐⚥㣛⼒♰➿ 3�1�1（倜悻傈㜠ًحء،؍رプ）
ꞿꅿ䋐㣐㶵吐歊 2135（㣐䧭؝ーٕؽٝٙز）
⼪衝䋐⚥㣛⼒劤⼪衝歕 15�1（❨䧭⼪衝⚥㣛ٕؽ）
埆嵋䋐銮⼒4�4�2 ְהז（埆嵋ٕـー،ُصكー）
せ〢㾊䋐⚥募⼒せ꼾 4�8�18（せ〢㾊♲❁ؚٝ؍رٕؽ⻌긫）
䀤䋐꾘屎⼒珗䊛 2�1�1（⟻⠗䀤꼾⽂ٕؽ）
ꆃ尶䋐僻ㄤ歕 16�1（ٞ؍サーُآ）
㣐ꢻ䋐⦓ꅿ⼒⦓ꅿ瘡 1�1�43（֮ץのٕعカス）
❨鿪䋐♴❨⼒㞁小騟鸐銮峯ꤍ匌Ⰵ匌㞁小騟歕 843�2（傈劤欰ㄏ❨鿪َサカٕؽ）
牞䨫䋐⚥㣛⼒⸇秛歕 4�2�1（牞䨫♲㹧ꢻ䚈ٕؽ）
高匟䋐劉傈歕 2�2�22（高匟ٕؽ）
䎢䃊䋐⚥⼒㣐䩛歕 2�7�10（䎢䃊♲❁ؚٝ؍رٕؽ）
状䀤䋐⚥㣛⼒ꞿ嵋 2�4�1（匌蓎状䀤ٕؽ）

匌 ❨ 支 爡
銮 匌 ❨ 支 䏄
⻌ 嵲 麣 支 爡
匌 ⻌ 支 爡
⻌ ꟼ 匌 支 爡
倜 悻 支 䏄
ꞿ ꅿ 支 䏄
匌 ꟼ 匌 支 爡
牞 㣽 䊛 支 爡
⚥ 部 支 爡
 䀤 支 䏄
⻌ ꤵ 支 䏄
ꟼ 銮 支 爡
❨ 鿪 支 䏄
Ⱔ 䏧 支 䏄
㔊 㕂 支 䏄
⚥ 㕂 支 爡
⛯ 䊜 支 爡
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ءーّذススؽー؟・ンター・㌀噟䨽إの➭、Ⰻ㕂の䞔㜠 ンが
涺様のエレベーター・エスカレーターの䘯適な麊転をغッؙ،ップします
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S%GTפの《り穈み

橆㞮פの《り穈み

S%GTのⰋ17の湡垥のֲ、事噟崞動を鸐ׄて䱿鹌〳腉な11갪湡を䬄⳿して《り穈でいます。

＜事噟崞動を鸐ׄての《り穈みの♧⢽
　մ省エطルؘーかつ省项源、して剣㹱暟颵を幾した、橆㞮䚍腉の高い傻꣬堣のご䲿⣘。
　մ傻꣬堣ُٔصー،ルによる、橆㞮䚍腉の高い最倜堣珏・最倜堣㐻のご䲿⣘。
　մ省エطルؘーかつ橆㞮䚍腉の高いؽルء؋ؿ اーٔ؍ذٔ ُーّء ンのご䲿⣘。

匌蓎ؚループの事噟崞動を鸐ׄて、社⠓の涪㾜に顀柃していくといֲ変わらט⥋䙀は、持竲〳腉な社⠓
の㹋植を湡䭷すS%GTの倯ぢ䚍に合荜しています。匌蓎エレベータとして、事噟崞動を鸐ׄてより♧層
S%GTの麦䧭に顀柃すץく、橆㞮頾蚚の⡚幾と㸜Ⰻ・㸜心・䘯適の両甧を鹌めます。

・ インغータⵖ䖴の䱰用
インغータⵖ䖴の䱰用により、ますます省エطルؘー
䚍腉がぢ上しました。⨡止䖉堣麊転堣腉(省エط
ルؘー・ػッؙΐ(剣⮉付⸇仕様))により、インغータ
ⵖ䖴なしのエスカレーターと嫰鯰して嶊顤電力量を
最大45%削減します。

省エؘٕطー
・ トラスꏇ勞の幾

インغータ䵧載儗に、トラス寸法を延長せ׆ꏇ勞の
⢪用量を幾します。（㾊内設置の場合）

省项源

・ ꊊٔؿ ー
ꊊٔؿ ーのⵖ䖴㛇湍を䱰用するֿとにより、ꊊの⢪用
量を幾しました。

・ -E%撑僇の䱰用
-E%撑僇を䱰用するֿとにより、撑僇ءスيذのչ水ꋒ
ؿٔ ーպを㹋植しています。

剣㹱暟颵の幾
RPHS䭷⟀（暴㹀剣㹱暟颵⢪用ⵖꣲ）に彊䬿した醡ㅷ
。でいますくりに《り穈ב
RPHS䭷⟀とはչRFTUSJDUJPO PG UIF VTF PG DFSUBJO HB[BSEPVT 
SVCTUBODFT JO FMFDUSJDBM BOE FMFDUSPOJD FRVJQNFOUպ（電孡・
電 㶨 堣 㐻 に含まれる暴 㹀 剣 㹱 暟 颵 の⢪ 用 ⵖ ꣲ に関する妌 䊜 陽
⠓および椚事⠓䭷⟀）の殛獥です。（エスカレーターはRPHS䭷⟀の
対韋外です） 

גְאח穈》のפ橆㞮זׁ

匌蓎杝荈のչ驎媮⯓畭鿇ח箢遼勞欽ְ驎媮պはׄ
エスカレーター㸜Ⰻ٥㸜䗰ֶח⢪ְְחֲ״ֽծ傈ղ灇瑔涪すすתְגす。

。すת竲ֽで֮سٝٓـծ⥋걾ׁג鸐ׄスの䲿⣘ؽサーה醡ㅷֽ弫駈ְ׀חת㹏ֶַֿׁ

Ӎ 遹欰٥幠患㼎瘻

Ӎ 省エؘٕطー

Ӎ 㸜Ⰻ٥㸜䗰٥䘯黝䚍のぢ♳
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㸜Ⰻ・㸜心・䘯適䚍のぢ上

穈》ךפ佦姺✲װָֽ

エスカレーターの佸䚈事佦のקとוはչֿעպչ落るպ事
佦によるのです。匌蓎では転⦜儗のֽがのٔスؙを鯪幾
する踏段⯓畭部に箢遼勞を䱰用した踏段を涪しました。

鯄⦜儗のָֽの スؙٔ鯪幾す
չ驎媮⯓畭鿇ח箢遼勞欽ְ驎媮պ

♰♧のꥷの筜䚈⨡止なו、䚈⨡止儗の転⦜やつまֹ׆
を幾㼰させるためインغータⵖ䖴によりエスカレー
ターを箢やかに⨡止させます。
・⨡電儗および♧部㸜Ⰻ装置が⡲動した場合をꤐֹます。

箢חַװエスカレーター⨡չ箢⨡姺պ

デッキنーسとスカートؖーسの間を殅めるؽスのꪪ⳿部
ⴓをなくし、邅剪の引っかかりなוのトラـルを劢搫に防ֺ
ます。また、䋆ֹ込まれ防止対瘻として、スカートؖーسに
ン؍ذー؝ッ稆埠腒ؿ しؚ、䷐京⤘数を⡚幾しています。

圓鸡պؗحرزーوչス׃⻉スレスؽ

※1 H*C(HFBE *OKVSZ CSJUFSJPO)遼瑱⸇鸞䏝から皾⳿し、걧部の⫊㹱の玎䏝
を示す㛇彊値。걧部を垷亻した鄃鑐꿀体の落下鑐꿀により皾⳿が〳腉。
⚺に荈動鮦噟歲で用いられている。

※2 インُٔآー・ٔ スؙ刼線H*Cとֽが涪欰の確桦を関⤘付ֽる刼線。
（注）庛䏝、遼瑱角䏝、落下騃ꨄや穗䎃変⻉なוにより箢遼⸬卓に䊴が欰ׄ

る場合があります。

鯪䏝ך걧部䴦⫊䠐陎ꥺ㹱ְזך걧部ך㢩⫊ծ娎װ뢘ך낦䫓ה겣邌♳ך㢩⫊

箢遼⸬卓を䖤るためのչ厫ら
かさպと、変形によるはさま
れを防止するためのչ炽さպ
のغランスを罋䣁して最適
な稆勞を鼅䫛しました。

（暴鏩痥5717814〾）

踏段両畭部（デ؛وーّء ン
ؙٔート）に段をつֽました。
スカートؖーسとの隙間に
はさまれにくい形朐となって
います。

踏段両畭部（デ؛وーّء ン

はׁחֻת ְ形朐
箢遼勞ありの踏段

（涪欰桦40）

H*C（걧部⫊㹱㛇彊⦼）
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スؙٔの⡚幾
箢遼勞なしの踏段

（涪欰桦90）

걧部が踏段⯓畭部に遼瑱した場合を䟝㹀
（上傻麊転儗 遼瑱角䏝45°、落下騃ꨄ1Nの場合）
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遼䷼ェ　す稆勞
驎媮⯓畭鿇ח

⳿Ⱙ匌❨嶊䎟
佸䚈䵤鷏رータַ
傈䌢欰崞事佦の㹋䡾（2018䎃）

ⵃ用罏の걧部が踏段⯓畭部に遼瑱した場合を䟝㹀し、걧部
⫊㹱㛇彊値H*C※1を弊社杝荈の倯法により㹋ꥷに庠㹀。
インُٔآー・ٔ スؙ刼線※2を用いた穠卓。

♰♧鯄⦜׃㜥さדծ箢遼勞ך׃ז驎媮ה嫰鯰ג׃ծ鯪䏝
涪欰ך⫊걧部䴦ך スؙٔ秈�0⡚幾ׅת׃կ（䒦爡锃ץ）

インレットـラء デؿ؍レؙター

スカートـラء デؿ؍レؙター

高いꂁ置で暟がはさまりにくいインレット部

乼⡲しやすい位置にꂁ置した乼⡲湍

秈50

㛇 本 仕 様

㛇 本 仕 様

㣐ֹな葿付ֹنタンのꬊ䌢⨡止نタンやキースイッث
を乼⡲しやすい姻面スカート腜に設置しました。

乼⡲װ׃す չְ乼⡲湍պ㛇 本 仕 様

移動手すりのインレット部の䋆ֹ込まれ事佦を防止する
ため、インレット部を高く設計しـ、 ラءタイプのデؿ؍
レؙターを移動手すりのインレット部に設置しました。

イٝレؿ؍ر ءٓـزحレؙター 㛇 本 仕 様

踏段とスカートؖーس間のはさまれ、䋆ֹ込まれ事佦
を防止するために、スカートؖーطػسルⰋ体にչス
カートـラء デؿ؍レؙターպの設置が〳腉です。

スカーؿ؍ر ءٓـزレؙター 剣⮉付⸇仕様

踏段⯓畭部に高さ0.5Nから
ؖラス؝ップを落とした㹋꿀。
箢遼稆勞が遼䷼をェ　します。

（弊社での鑐꿀穠卓）

イُٝٔآー٥ٔ スؙ刼線

垥彊装備仕様
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㸜Ⰻ・㸜心・䘯適䚍のぢ上 省エطルؘー

䘯黝・ⵃ⤑䚍ךぢ♳

ֶ㹏圫װ ׃ֻׁ زーؽش
麊鯄ٌصターչESNAV*պ

エスカレーター麊転中に注意を⤛す ッًإーآを荈動的に،ؐشンスします。

ؔーٝؐش،زス 

あらかׄめ設㹀した麊転儗ⵟにあわせて、エスカレーターの麊転鸞䏝を荈動で切り䳔えます。また、⡚鸞䖉堣麊転や⨡止
䖉堣なוをお鼅びいただいた場合には、スُآ؛ールで設㹀された鸞䏝を最高鸞䏝として堣腉します。
スُآ؛ール麊転で麊転鸞䏝が切剏わる場合には、荈動で注意㋌饯の،ؐشンスが遤われます。

スُآ؛ーٕ麊鯄

エ ス ش ؽ

エ ス ش ؽ

エスカレーターの麊転倯ぢ等をお濼らせす
る麊転ٌصターչESNAV*պ。省エطルؘー
麊転中や⡚鸞・⨡止䖉堣中には麊転倯ぢ
と❛✼にչEC0պ表示を遤い、省エطルؘー
を،ピールします。また、㸜Ⰻ装置⡲動儗
には⡲動した㸜Ⰻ装置をお濼らせします。

エ ス ش ؽ

剣⮉付⸇仕様

剣⮉付⸇仕様

剣⮉付⸇仕様

エスカレーターがꬊ䌢⨡止した場合や、エスカレーターが⨡止䖉堣儗から⡚鸞で動ֹ⳿す場合(省エطルؘー・ػッؙ
Ώ、ΐ　　　　をご䱰用の場合)に荈動的に،ؐشンスします。

スٝؐش،زスء، 剣⮉付⸇仕様

剣⮉付⸇仕様

䎂傈スُآ؛ーٕ麊鯄⢽ ⠅傈スُآ؛ーٕ麊鯄⢽

儗ⵟ 鸞䏝 椚歋

饯動～900 30 N/NJO 劉、䚈いでいる➂が㢳いと䟝㹀

鸐ラッُءが落滠くと䟝㹀

儎굸儗にⵃ用罏が㟓えると䟝㹀

高룳罏、䎒⯢鸬れが㟓えると䟝㹀

鷌儗にⵃ用罏が㟓えると䟝㹀

㢸間、ⵃ用罏が幾ると䟝㹀

倵設ؔープン直䖓は➂が㼰ないと䟝㹀

倵設穄✪間ꥷに䖚ղにⵃ用罏が幾ると䟝㹀

倵設ؔープン䖓、ⵃ用罏が㟓えると䟝㹀900～1100 25 N/NJO

1100～1400 30 N/NJO

1400～1600 20 N/NJO

1600～2000

1000～2000

30 N/NJO

2000～2200

2000～2200

25 N/NJO

さらにⵃ用罏が幾ると䟝㹀2200～⨡止 20 N/NJO

儗ⵟ 鸞䏝

饯動～1000 20 N/NJO

30 N/NJO

25 N/NJO

さらにⵃ用罏が幾ると䟝㹀2200～⨡止 20 N/NJO

椚歋

エスカレーターに穈込まれたإン؟ーによ
り、 侔 儗 に 鸞 䏝 を؝ントٗ ール（ 3 0 ̔
25N/NJO）。幾鸞するֿとにより嶊顤電力量
を幾します。

頾蚚朐䡾に応ׄてٌータפの⣘窌電㖇を锃侭するֿとにより、䌢にٌータの高⸬桦朐䡾を笝持します。

●省エطルؘー・ػッؙΎ、Ώ、ΐをご䱰用の場合、ESNAV*（エスؽش）　　　　  を上下階に設置する必要があります。剣⮉付⸇仕様

嶊顤電力量嫰鯰倯法（弊社嫰）

 ・ 省エطルؘー・ػッؙ（垥彊装備仕様） 省エطルؘー麊転10儗間
 ・ 省エطルؘー・ػッؙΎ（剣⮉付⸇仕様） 省エطルؘー麊転4儗間、⡚鸞䖉堣6儗間
 ・ 省エطルؘー・ػッؙΏ（剣⮉付⸇仕様） 省エطルؘー麊転4儗間、⡚鸞䖉堣3儗間、⨡止䖉堣3儗間
 ・ 省エطルؘー・ػッؙΐ（剣⮉付⸇仕様） 省エطルؘー麊転4儗間、⨡止䖉堣6儗間

高⸬桦麊鯄機腉

省エؘٕطーؙحػ٥
省エؘٕطー麊鯄機腉

省エطルؘー麊転堣腉に⸇え、ⵃ用罏が铩
いない場合、さらに鸞䏝を落とし10N/NJOで
⡚鸞麊転し、さらなる嶊顤電力量の幾を遤
います。

省エؘٕطーؙحػ٥Ύ
⡚鸞䖉機麊鯄機腉

省エطルؘー麊転堣腉に⸇え、ⵃ用罏が铩
いない場合、⡚鸞䖉堣麊転䖓、⨡止䖉堣を遤
い、エスカレーターは⨡止します。إン؟ーが
ⵃ用罏を䠬濼すると鸐䌢麊転鸞䏝まで⸇鸞
します。

省エؘٕطーؙحػ٥Ώ
⡚鸞⨡姺䖉機麊鯄機腉

省エطルؘー麊転堣腉に⸇え、ⵃ用罏が铩
いない場合、⨡止䖉堣を遤い、エスカレー
ターは⨡止します。إン؟ーがⵃ用罏を䠬濼
すると鸐䌢麊転鸞䏝まで⸇鸞します。

⨡姺䖉機麊鯄機腉
省エؘٕطーؙحػ٥ΐ

ؙحػ・٦ؘٕط満ؒךא�

インغータⵖ䖴なしの䖞勻形エスカレーターと下記堣腉を䵧載したエスカレーターとの１傈あたりの嶊顤電力量を嫰鯰（垥彊形エスカレーターS1000形、
階高4.3N（撑僇なし）、1傈の麊転儗間を12儗間とした場合）

エネルギー最大

エネルギー最大

エネルギー最大

エネルギー最大

垥彊装備仕様

垥彊装備仕様

鸞䏝（N/NJO）

（30̥25N/NJO）

30
25
20
15
10

5
0

（30̤25̤10̤30N�NJO）

鸞䏝（N�NJO）

30
25
20
15
10

5
0

（30̤25̤10̤0̤30N�NJO）

鸞䏝（N�NJO）

30
25
20
15
10

5
0

（30̤25̤0̤30N�NJO）

鸞䏝（N�NJO）

30
25
20
15
10

5
0

ⵃ用罏㼰

ⵃ用罏㼰

ⵃ用罏㼰

ⵃ用罏なし

ⵃ用罏なし

ⵃ用罏㼰 ⵃ用罏なし

ⵃ用罏㼰
省エط麊転

省エط麊転

省エط麊転

省エط麊転

省エط麊転

⡚鸞䖉堣

⡚鸞䖉堣

24%

35%

40%

45%

削減

削減

削減

削減

⨡止䖉堣

⨡止䖉堣

剣⮉付⸇仕様

剣⮉付⸇仕様

剣⮉付⸇仕様
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省エطルؘー 遹欰・幠患対瘻

䠬厩氾䭁㣐姺חぢֽג

移動手すりを䫑蝑・防寅؝ー؍ذンؚで銻ֲ
ֿとで繟錁を笝持します。またお㥨みにより
䫑蝑⸇工وーؙなו俑㶵やイラストをⰅれる
ֿと〳腉ですので、より♧層の移動手すりの
ⵃ用⤛鹌による㸜Ⰻ䚍ぢ上に䕵甧ます。

・S*AAوーؙは*S022196法により鐰⣣された穠卓に
㛇ֹב、䫑蝑醡ㅷ䪮遭⼿陽⠓ؖイسラインでㅷ颵盖椚・
䞔㜠Ⱅされた醡ㅷに表示されます。

ンؚはエスカレーターご秛Ⰵ䖓に倵工を遤います؍ذー؝・
ので、㉀ㅷの暴䚍や鑫稢についてはお問い合わせください。

獳動䩛す
䫑蝑؝ー؍ٝذ ؚ

面琎が㣐ֹな⛦꣬板には、注意㋌饯を
はׄめ、ぐ階床の周内や䏄莧の㹑⠗なו
⸬卓的な周内表示が〳腉です。

⛦꣬匢 ؚٝؾحٓ

䫑蝑⸇工を倵した移動手すり㼔用の稆
勞でラッピンؚします。移 動 手すりの
ⵃ用⤛鹌をはׄめ、䏄莧の㹑⠗や周内
が〳腉です。

獳動䩛すٓ ؚٝؾح

⢽えל、踏 段 面に駈 形をラッピンؚし
荈搫にآ؍ؿカルデ؍スタンスが《れる
よֲに⤛します。またライؠー部ⴓに注
意㋌饯俑をラッピンؚし、直接的に注意
㋌饯を⤛すֿと〳腉です。

驎媮 ؚٝؾحٓ

移動手すりに稗外線を直接撑㼗し、ꤐ蝑します。
ꤐ蝑装置は、エスカレーター本体に内詿されて
いるので、装置に手や䭷なוが䋆ֹ込まれる心
ꂁがありませ。またչ6Vꤐ蝑中պչ手すりにお
つかまりくださいպなוのスذッカーがإットに
なっており、移動手すりのⵃ用⤛鹌による㸜Ⰻ
䚍ぢ上に䕵甧ます。

獳動䩛すꤐ蝑鄲縧

カٓーٕؿ 周内邌爙ה注意㋌饯״חؚٝؾحٓ

踏段
ラッピンؚ

移動手すり
ラッピンؚ

⛦꣬板
ラッピンؚ

剣⮉付⸇仕様

⥂㸚㤍秈ًُص ー

⥂㸚㤍秈ًُص ー

ルカラーラッピンؚはエスカレーターご秛Ⰵ䖓ؿ・
に倵工を遤いますので、㉀ㅷの暴䚍や鑫稢につい
てはお問い合わせください。

չ移動手すりꤐ蝑装置պչ移動手すり䫑蝑؝ー؍ذンؚպչ移動手すりラッピンؚպの⢘用はでֹませ。

イًーآ

イًーآ

イًーآ

イًーآ

スカートؖーسに内詿したライン撑僇が、駈⯋をやさ
しく撑らし、エスカレーターに⯔の،ؙإントをⶼり⳿
します。

スカーؖزーس撑僇

⛦꣬部を撑らし、注意を⤛します。
。ルタイプは垥彊装備仕様になりますطػ・

زイٓي؝

踏段と踏段の㞮歲を撑らし⳿し、わかりやすくするֿと
で、⛦り込みをه؟ートします。

驎媮♴撑僇

エスカレーターが⡚鸞、しくは⨡止䖉堣麊転儗に
すץての撑僇を嶊抧します。エスカレーターが鸐䌢
鸞䏝で動ֹ⳿すとず儗に荈動点抧します。

⡚鸞ծ⨡姺䖉機麊鯄儗嶊抧機腉
（省エطルؘー・ػッؙΎ、Ώ、ΐ　　　　 ）

奋䎁撑僇は、最倜の-E%スٔيライン撑僇を䱰用しま
した。インレットからⰼを䲽いて⠼びる-E%スٔيライン
撑僇は、エスカレーターのデؠインを♧層引ֹ甧てます。

・-E%撑僇は儎⯔葿になります。剣⮉付⸇仕様で電椔葿お鼅び
いただֽます。

倜٥-E%奋䎁撑僇（%�%Nタイプ）

-&%撑僇ך䱰用

ライトي؝

踏段下撑僇

スカートؖーس撑僇

剣⮉付⸇仕様

7 8

剣⮉付⸇仕様

剣⮉付⸇仕様

剣⮉付⸇仕様

剣⮉付⸇仕様

䖞勻の奋䎁撑僇(イًーآ) -E%スٔيライン撑僇の倜・奋䎁撑僇(イًーآ)



垥彊形エスカレーター

仕　様
省エطルؘー・ػッؙΎ（省エطルؘー麊転 ・⡚鸞䖉堣麊転堣腉付）
省エطルؘー・ػッؙΏ（省エطルؘー麊転 ・⡚鸞⨡止䖉堣麊転堣腉付）

麊転倯䒭 省エطルؘー・ػッؙΐ（省エطルؘー麊転 ・⨡止䖉堣麊転堣腉付）
3 鸞䏝切䳔 ( キースイッث � 30、25、20N/NJO)
スُآ؛ール麊転
荈動麊転 ( ール付هー؟ンإ )

堣腉

保㸚㤍秈
ーُصً

ESNAV* ( エスؽش )
ؔート،ؐشンス
ンスؐش،ストء،
ッター鸬動ٍء
湊鋔湍
移動手すりꤐ蝑装置
移動手すり䫑蝑؝ー؍ذンؚ (S*AA 钠鏾ㅷ )
ルカラーラッピンؚؿ ( 移動手すり・踏段・⛦꣬板 )

・ 省スペース形エスカレーターのي؝ライトは下階から見て䊩側の上下階に設置されます。
・չ移動手すり䫑蝑؝ー؍ذンؚպչؿルカラーラッピンؚպについては、ご秛Ⰵ䖓に倵工を遤いますので、㉀ㅷの暴䚍や鑫稢については弊社までお問い合わせください。

奋䎁

踏段

⛦꣬部

㛇本仕様

※1  굲侔防止؍ؿルي顦り仕上　　　　　  ※2  儎⯔葿になります。  ※3  㾊外対応儗は랲葿が㛇本仕様となります。

ランデ؍ンؚプレート（⛦꣬板）
くし（ي؝）
デ؛وーّء ンライン
ؙٔートライؠ
踏板
インレット部
移動手すり※3

スカートؖーس

デッキنーس

合䧭埠腒䧭形ㅷ（インレットـラء デؿ؍レؙター付・랲葿）
ؐレタン醡（8葿の中からお鼅びください）
ꏇ板醡ؿッ稆埠腒؝ー؍ذン （ؚ랲葿）

スذンレス醡ق،ライン仕上

スذンレス醡（彘랲葿）
合䧭埠腒䧭形ㅷ（랕葿）
合䧭埠腒䧭形ㅷ（4倯ぢ랕葿）
،ルى合金醡تイカスト（랲葿）
،ルى合金醡تイカスト（彘랲葿）

1タイプ（طػルタイプ）%タイプ（奋䎁撑僇付）Sタイプ（スٔيタイプ）タイプ

㘋直䎂面䓼⻉ؖラス※1

（デッキレスタイプ）
㘋直䎂面䓼⻉ؖラス※1

（デッキレスタイプ）
奋䎁撑僇（-E%撑僇）付※2

スذンレス醡
ライン仕上内側板،ق

麊転

乼⡲倯䒭
堣腉

倯ぢ

黅ꥫ湊鋔用インターؑؿース※2

倯䒭

撑僇用

S600形

4500➂儗
600㎜

S800形

6750➂儗
800㎜

S1000形

9000➂儗
1000㎜

30°
30Nⴓ（省エطルؘー麊転儗25Nⴓ）

傻꣬〳鷞䒭
乼⡲湍でのキースイッث乼⡲倯䒭

単相❛崧100～110Vー5060
400～440Vー5060
♲相❛崧200～220V、

⫘俶角䏝
㹀呓鸞䏝
Ⱅ獥鱐鷏腉力
踏段Ⱅ獥幅

形䒭

※1 電源電㖇の変動はエスカレーター受電畭において動
力用±10以内、撑僇用±2以内に保つよֲ電源を設備
してください。  ※2 ֿの堣腉を涪䳸するためには、弊社と
のًンشذンス㤍秈をしていただく必要があります。

動力用電源※1

垥彊装備仕様

垥彊装備仕様

%UZQF
奋䎁撑僇➰

PUZQF

SUZQF
スٔيタイプ

醡ㅷライン،ップ

タイプٕطػ

省エطルؘー・ػッؙ
(省エطルؘー麊転)

剣⮉付⸇仕様装滠ٌデル 剣⮉付⸇仕様装滠ٌデル

仕　様

設置
橆㞮

㾊外対応（P、PN タイプをおすすめします）
彊㾊外対応（P、PN タイプをおすすめします）
撑僇電源単相❛崧 200 ～ 220V 50/60H[

⛦꣬部

奋䎁
⛦꣬〡踏段水䎂 3 卐タイプ
スカートـラء デؿ؍レؙター

埠腒醡ي؝（ـラッؙ）
،ルى醡ي؝

撑僇
(-E%撑僇）

奋䎁撑僇（%、%N タイプのみ）電椔葿
スカートؖーس撑僇（省スペース形エスカレーターをꤐく）電椔葿お鼅びいただֽます。
踏段下撑僇（筮葿撑僇）璞付踏段お鼅びいただֽます。

のりל抧（P、PN タイプのみ）電椔葿お鼅びいただֽます。
ライト（P、PNي؝ タイプは　　　　　）電椔葿お鼅びいただֽます。垥彊装備仕様
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奋䎁

踏段

⛦꣬部

※1  굲侔防止؍ؿルي顦り仕上　　　　　  ※2  儎⯔葿になります。  ※3  㾊外対応儗は랲葿が㛇本仕様となります。

くし（ي؝）
デ؛وーّء ンライン
ؙٔートライؠ
踏板
インレット部
移動手すり※3

スカートؖーس

デッキنーس

合䧭埠腒䧭形ㅷ（インレットـラء デؿ؍レؙター付・랲葿）
ؐレタン醡（8葿の中からお鼅びください）
ꏇ板醡ؿッ稆埠腒؝ー؍ذン （ؚ랲葿）

スذンレス醡ق،ライン仕上

スذンレス醡（彘랲葿）
合䧭埠腒䧭形ㅷ（랕葿）
合䧭埠腒䧭形ㅷ（4倯ぢ랕葿）
،ルى合金醡تイカスト（랲葿）
،ルى合金醡تイカスト（彘랲葿）

タイプ

㘋直䎂面䓼⻉ؖラス※1

（デッキレスタイプ）
㘋直䎂面䓼⻉ؖラス※1

（デッキレスタイプ）
奋䎁撑僇（-E%撑僇）付※2

スذンレス醡
ライン仕上内側板،ق

垥彊装備仕様

省スペース形エスカレーター

⸬桦涸זス٦لスⵃ用׀ךגְאח䲿周
垥彊S1000形と垥彊S600形エスカレーターを⚛に設置するのとרקずׄスペースに省スペースS1000形エス
カレーターを2台設置でֹます。垥彊S1000形エスカレーター2台ⴓとずׄ鱐鷏力が確保でֹ、ピーؙ儗にあわ
せた鱐鷏計歗に対応しやすくなります。

չ鱐鷏力պה٦スպلչ満スכך׃ׂ

1320NN
ス幅ٓز

1360NN
エスカレーター幅

垥彊S1000形と嫰鯰してエスカレーター幅とトラス
幅を190㎜(弊社嫰)杞くするֿとにより、設置面琎を
幾します。

エスカレーター幅を杞くして、垥彊形エスカレー
ターとずׄ䎢さの踏段を⢪用していますので、鱐鷏
腉力は垥彊形エスカレーターとずׄです。

鱐鷏力כ垥彊形הずׄ

ꣲス٦لス剣⸬崞用
イهֶׅׅ トٝ

イهֶׅׅ トٝΎ

省スペースS600形エスカレーターの場合、垥彊S600形と嫰鯰して
エスカレーター幅とトラス幅が130㎜杞くなります。（弊社嫰）

1��0

垥彊S1000形エスカレーターの幅

1�60

省スペースS1000形エスカレーターの幅

㛇本仕様㛇本仕様

PNUZQF

SNUZQF

醡ㅷライン،ップ 省スペース形エスカレーターのご稱➜

%NUZQF
奋䎁撑僇➰

タイプٕطػ

スٔيタイプ

剣⮉付⸇仕様装滠ٌデル

剣⮉付⸇仕様装滠ٌデル

1Nタイプ（طػルタイプ）%Nタイプ（奋䎁撑僇付）SNタイプ（スٔيタイプ）

麊転

乼⡲倯䒭
堣腉

倯ぢ

黅ꥫ湊鋔用インターؑؿース※2

倯䒭

撑僇用

S600形

4500➂儗
600㎜

S800形

6750➂儗
800㎜

S1000形

9000➂儗
1000㎜

30°
30Nⴓ（省エطルؘー麊転儗25Nⴓ）

傻꣬〳鷞䒭
乼⡲湍でのキースイッث乼⡲倯䒭

単相❛崧100～110Vー5060
400～440Vー5060
♲相❛崧200～220V、

⫘俶角䏝
㹀呓鸞䏝
Ⱅ獥鱐鷏腉力
踏段Ⱅ獥幅

形䒭

※1 電源電㖇の変動はエスカレーター受電畭において動
力用±10以内、撑僇用±2以内に保つよֲ電源を設備
してください。  ※2 ֿの堣腉を涪䳸するためには、弊社と
のًンشذンス㤍秈をしていただく必要があります。

動力用電源※1

垥彊装備仕様
省エطルؘー・ػッؙ
(省エطルؘー麊転)

ランデ؍ンؚプレート（⛦꣬板）

Ӫ剣⮉➰⸇➬圫׀آ٦ل10כגְאח鋮 կְֻׁ
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垥彊形エスカレーター

（注）受梁間寸法1.4282H＋4710＋2F±50

（注）1.4282H

転落防止柵
（別途工事）

2435

1860

反力 R1

反力 R2

2225

10
00

10
00

95
0

11
00

60
0

95
0

600

K900

780

最
小

21
00

11
00

以
上

電源・電話線  　　　
引込位置（別途工事）

下部より見て右側1650

天
井

高
さ

保護板
（別途工事）

ピット防水仕上
　（別途工事）

K 4170+3F

階
高

  H

WP

WP

35°

W1
W2
W3

W4
W5

ピット（最下階） 電源・電話線引込位置（別途工事）

単位㎜

寸法（㎜）

単位㎜

（注）1.4282HのHの値は10㎜単位で切り上げてください。（注）√3HのHの値は10㎜単位で切り上げてください。

（注）1. 受梁間寸法が14800㎜または階高が6000㎜を超える場合は中間支持梁が
必要となります。

2. 上記反力には、エスカレーター1台あたり15000Nの外装重量を含みます。
3. S800形の寸法・反力・電源設備については、弊社までお問い合わせください。
4. 階高が6500㎜を超える場合は弊社までお問い合わせください。

反力（N） 寸法（㎜）
S600形 S1000形形　式

階高（㎜）
支持点数

R1
R2
R3

H≦6000
2

5.35H＋34000
5.35H＋29800

－

6000＜H≦6500
3

3.2C＋16500
3.2B＋10800

3.2（B＋C）＋11800

H≦6000
2

6.52H＋39000
6.52H＋34100

－

6000＜H≦6500
3

3.75C＋19500
3.75B＋12600
3.75（B＋C）＋13900

（注）受梁間寸法√3H＋4300＋2F±50

（注）√3H 2285

1710

（F+25）±25 （F+25）±25

反力 R1

1965

10
00

95
0

60
0

95
0

600

900

780

最
小

21
00

11
00

以
上

1390

保護板
（別途工事）

ピット防水仕上
　（別途工事）

K 4170+3F
B C

WP

30°

（注）１．エスカレーター1台あたりの数値を示します。　２．動力線は銅CV線の場合を示します。　３．柱上トランスから直接電源を引込む場合は、弊社までご相談ください。

動力用電源設備

●寸法および据付図に関しては、エスカレーターの設計用層間変形角を1/40として記載しています。 ●寸法および据付図に関しては、エスカレーターの設計用層間変形角を1/40として記載しています。

階高（H） F

1500～5200
5201～5600
5601～6000
6001～6400
6401～6500

95
100
105
110
115

K

275
300
300
335
335

トラス
支持部構造

Aタイプ
Bタイプ
Bタイプ
Cタイプ
Cタイプ

階高（H） F

1500～5200
5201～5600
5601～6000

95
100
105

K

275
300
300

反力 R3

10
00 WP

反力 R2

天
井

高
さ

11
00

階
高

  HK電源・電話線　　　   
引込位置（別途工事）

下部より見て右側

W1
W2
W3

W4
W5

ピット（最下階） 電源・電話線引込位置（別途工事）

W
1

W
3

形　式 S600形 S1000形
W1（エスカレーター幅）
W2（移動手すり中心間）
W3（踏段幅）
W4（トラス幅）
W5（ピット幅）

1150
  836
  603
1110
1250

1550
1236
1002
1510
1650

寸法（㎜）
形　式 S600形 S1000形

W1（エスカレーター幅）
W2（移動手すり中心間）
W3（踏段幅）
W4（トラス幅）
W5（ピット幅）

1150
836
603

1110
1250

1550
1236
1002
1510
1650

寸法（㎜）

W
1

W
3

反力（N）
形　式 　　　　S600形 　　　　　　　S1000形

階高（㎜）
支持点数

R1
R2

H≦6000
2

5.65H＋43500
5.65H＋38100

H≦6000
2

4.74H＋36500
4.74H＋32300

（注）1. 受梁間寸法が14000㎜を超える場合は中間支持梁が必要と
なります。

2. 上記反力には、エスカレーター1台あたり15000Nの外装重量
を含みます。

3. S800形の寸法・反力・電源設備については、弊社までお問い
合わせください。

転落防止柵
（別途工事）

E＝525㎜
G＝282㎜   

E＝425㎜（Aタイプ）
      465㎜（Bタイプ）
G＝171㎜  

A・Bタイプ Cタイプ

トラス支持部構造
G

E

床仕上げ面

支持金具

建築梁受台

トラス

F25

G

E

床仕上げ面

支持金具

建築梁受台

トラス

F25

トラス支持部構造

Aタイプ
Bタイプ
Bタイプ

E＝425㎜（Aタイプ）
      465㎜（Bタイプ）
G＝171㎜  

A・Bタイプ

トラス支持部構造

F25

G

E

床仕上げ面

支持金具

建築梁受台

トラス

（F+25）±25 （F+25）±25

階高（㎜）
（  ）内は35°タイプ

の階高です。

電動機容量
（kW）

電源設備容量
（kVA）

公称幅 電源電圧
（V）

接地線
最小サイズ

（㎜2）

電源側
NFB

定格電流
（A）

動力線サイズ

5.5㎜2 8㎜2 14㎜2 22㎜2 60㎜238㎜2

1500～3500
（1500～3511）

3501～4700
（3512～4704）

4701～5500
（4705～5507）

5501～6500
（5508～6000）

1500～4800
（1500～4807）

4801～6000
（4808～6000）

6001～6500

7.5

5.5

12.5

9.7

5.5

3.7

9.7

6.8

200/400

200/400

60/40

50/40

50/40

40/20

－/72

－/85

23/91

31/126

30/119
35/140

42/168

26/111

31/132

35/141

49/195

46/185
55/218

65/261

48/190

56/226

60/241

84/334

79/318
94/373

112/448

73/293

87/347

93/370

128/－

122/－
144/－

171/－

122/－

144/－

154/－

213/－

203/－
238/－

284/－

181/－

214/－

229/－

318/－

302/－
356/－

424/－

5.5/3.5

3.5/3.5

3.5/3.5

3.5/2

S1000形

S600形

35°タイプ　据付図・寸法表30°タイプ　据付図・寸法表
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（注）受梁間寸法√3H＋4300（4900）※＋2F±50

（注）√3H

転落防止柵
（別途工事）

2285（2885）※

1870

反力 R1

反力 R3反力 R2

1965

1１
00

10
00

95
0

11
00

60
0

95
0

600

K

780

最
小

21
00

11
00

以
上

電源・電話線  　　　
引込位置（別途工事）

下部より見て右側
1550

天
井

高
さ

保護板
（別途工事）

ピット防水仕上
　（別途工事）

K 4170+3F
B C

階
高

  H

WP

WP

30°

1000

W1
W2
W3

W4
W5

（注）受梁間寸法1.4282H＋4710（5310）※＋2F±50

（注）1.4282H

転落防止柵
（別途工事）

2435（3035）※

2020

反力 R1

反力 R2

2225

11
00

10
00

95
0

11
00

60
0

95
0

600

K

1000

780

最
小

21
00

11
00

以
上

電源・電話線   　　　
引込位置（別途工事）

下部より見て右側
1810

天
井

高
さ

保護板
（別途工事）

ピット防水仕上
　（別途工事）

K 4170+3F

階
高

  H

WP

WP

35°

W1
W2
W3

W4
W5

省スペース形エスカレーター

（注）適用される仕様によっては、本体上部トラスの延長が必要になる場合があります。

ピット（最下階） 電源・電話線引込位置（別途工事）

（注）√3HのHの値は10㎜単位で切り上げてください。
※ S1000形の寸法となります。(  )内はS600形の寸法となります。

（注）1. 受梁間寸法が14800㎜または階高が6000㎜を超える場合は中間支持梁
が必要となります。

2. 上記反力には、エスカレーター1台あたり15000Nの外装重量を含みます。
3. S800形の寸法・反力・電源設備については、弊社までお問い合わせくだ

さい。

S600形 S1000形形　式

階高（㎜）
支持点数

R1
R2
R3

H≦6000
2

6.44H+36500
6.44H+32350

－

6000＜H≦6500
3

3.75C+18400
3.75B+12350
3.75(B+C)+14250

H≦6000
2

7.54H+41000
7.54H+36850

－

6000＜H≦6500
3

4.39C+20500
4.39B+14050

4.39(B+C)+15200

W
1

W
3

ピット（最下階） 電源・電話線引込位置（別途工事）

（注）1.4282HのHの値は10㎜単位で切り上げてください。
※ S1000形の寸法となります。(  )内はS600形の寸法となります。

単位㎜ 単位㎜

●寸法および据付図に関しては、エスカレーターの設計用層間変形角を1/40として記載しています。 ●寸法および据付図に関しては、エスカレーターの設計用層間変形角を1/40として記載しています。

形　式 S600形 S1000形
W1（エスカレーター幅）
W2（移動手すり中心間）
W3（踏段幅）
W4（トラス幅）
W5（ピット幅）

1020
735
603
980

1100

1360
1135
1002
1320
1440

W
1

W
3

形　式 S600形 S1000形
W1（エスカレーター幅）
W2（移動手すり中心間）
W3（踏段幅）
W4（トラス幅）
W5（ピット幅）

1020
735
603
980

1100

1360
1135
1002
1320
1440

（F+25）±25 （F+25）±25

（F+25）±25 （F+25）±25

E＝525㎜
G＝282㎜   

E＝425㎜（Aタイプ）
      465㎜（Bタイプ）
G＝171㎜  

A・Bタイプ Cタイプ

トラス支持部構造
G

E

床仕上げ面

支持金具

建築梁受台

トラス

F25

G

E

床仕上げ面

支持金具

建築梁受台

トラス

形　式 　　　　S600形 　　　　　　　S1000形

階高（㎜）
支持点数

R1
R2

H≦6000
2

6.61H+48300
6.61H+40500

H≦6000
2

5.65H+45800
5.65H+34500

（注）1. 受梁間寸法が14000㎜を超える場合は中間支持梁が必要
となります。

2. 上記反力には、エスカレーター1台あたり15000Nの外装重
量を含みます。

3. S800形の寸法・反力・電源設備については、弊社までお問
い合わせください。

E＝425㎜（Aタイプ）
      465㎜（Bタイプ）
G＝171㎜  

A・Bタイプ

トラス支持部構造

F25

G

E

床仕上げ面

支持金具

建築梁受台

トラス

F25

階高（H） F

1500～5200
5201～5600
5601～6000
6001～6400
6401～6500

95
100
105
110
115

K

275
300
300
335
335

トラス
支持部構造

Aタイプ
Bタイプ
Bタイプ
Cタイプ
Cタイプ

階高（H） F

1500～5200
5201～5600
5601～6000

95
100
105

K

275
300
300

トラス支持部構造

Aタイプ
Bタイプ
Bタイプ

（注）１．エスカレーター1台あたりの数値を示します。　２．動力線は銅CV線の場合を示します。　３．柱上トランスから直接電源を引込む場合は、弊社までご相談ください。

電動機容量
（kW）

電源設備容量
（kVA）

公称幅 電源電圧
（V）

接地線
最小サイズ

（㎜2）

電源側
NFB

定格電流
（A）

動力線サイズ

5.5㎜2 8㎜2 14㎜2 22㎜2 60㎜238㎜2

1500～3500
（1500～3511）

3501～4700
（3512～4704）

4701～5500
（4705～5507）

5501～6500
（5508～6000）

1500～4800
（1500～4807）

4801～6000
（4808～6000）

6001～6500

7.5

5.5

12.5

9.7

5.5

3.7

9.7

6.8

200/400

200/400

60/40

50/40

50/40

40/20

30/119
35/140

42/168

－/72

－/85

23/91

31/126

46/185
55/218

65/261

26/111

31/132

35/141

49/195

79/318
94/373

112/448

48/190

56/226

60/241

84/334

122/－
144/－

171/－

73/293

87/347

93/370

128/－

203/－
238/－

284/－

122/－

144/－

154/－

213/－

302/－
356/－

424/－

181/－

214/－

229/－

318/－

5.5/3.5

3.5/3.5

3.5/3.5

3.5/2

S1000形

S600形

階高（㎜）
（  ）内は35°タイプ

の階高です。

35°タイプ　据付図・寸法表30°タイプ　据付図・寸法表

反力（N）

寸法（㎜） 寸法（㎜）

寸法（㎜） 寸法（㎜）反力（N）

動力用電源設備

S1000形

エスカレーター幅 W1（㎜）

1370 1380

片側に設置の場合 両側に設置の場合

10

外デッキ
延長寸法

A（㎜）

手すりベルトと壁面（または柱表面）との間に手をはさまれるのを防止するため、80㎜以上隙間を確保
する必要があります。

80㎜以上

A

壁
ま
た
は
柱

エスカレーター幅W1

省スペース形エスカレーターの注意事項
隣接する壁や柱等がある場合、エスカレーター幅が延長となりますのでご注意願います。
具体的には、外デッキを延長して対応します。
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㸜Ⰻ装置

ؒスٖؕ٦タ٦用匌蓎黅ꥫ湊鋔ءスيذչ5&3. GPS &Sպ

ةーر
　꧊٥鍑匿
襳琎

䌢儗湊鋔
荈⹛鏺倖

㹀劍挿嗚
侭⪒

⾱㔓暴定

朐屣湊鋔
姻䌢珩⫴

㉏겗ⴓ匿 䌢儗竰竲

䪮遭٥濼鋅崞欽⡲噟؍ؿחーؙحغس

筜䚈儗

殯䌢涪欰儗
⽯儗㼎䘔

匌蓎黅ꥫ湊鋔يذأء
չ5&3.�GPS�&4պ

匌蓎ٖؒ٦كタٝشذًٝךスך罋ִ倯כչ✮⥂Ⰻպ
姺ח׆✮痥♧ח罋ִׅתְג

ؒスٖؕ٦タ٦用匌蓎黅ꥫ湊鋔ءスيذչ5&3. GPS &Sպ

荈動鏺倖ؙׅحؑثד部ㅷ

エスカレーター㼔用の匌蓎黅ꥫ湊鋔ءスيذչ5ER. GPS ESպは、24儗間365傈、エスカレーターの珩⫴朐䡾を
䌢に湊鋔し、麊遤朐䡾中で、珩動朐屣や部ㅷの⸋⻉朐屣を䪾䳢、鏺倖し✮防保Ⰻを㹋植します。また、礵䏝の
高いデータを　꧊・鍑匿・襳琎し、保㸚点嗚計歗に反僥します。
ンスと黅ꥫ湊鋔の相⛦⸬卓でお㹏さまに高レベルの㸜Ⰻ・㸜心をご䲿شذによる㹀劍ًン،صآエンسール؍ؿ
⣘します。

麊遤朐䡾中含め24儗間365傈、電煁ـレーキ・꽀動ؑثーン・踏段ؑثーン・移動手すりの㣐切な部ㅷを黅
ꥫ湊鋔。珩⫴朐屣や⸋⻉朐屣を鏺倖して、礵䏝の高いぐ珏データを　꧊・鍑匿・襳琎しています。

،صآエٝسーٕ؍ؿ
・3٠剢嫣に点嗚

サーؽス䞔㜠ٝإター
・24儗間365傈黅ꥫ湊鋔

➭の
・♰♧の佦ꥺ涪欰儗に⾱㔓皘䨽の暴㹀
・麊 転 儗 間や麊 転 騃 ꨄ なוの麊 遤データ

　꧊による傍劍䗁傊、✮防保Ⰻפの崞用

驎媮ؑثーٝ

獳動䩛す
電煁ـレーؗ

꽀動ؑثーٝ

⨡姺儗

⨡姺儗

⨡姺儗

麊鯄⚥

・湊鋔・鏺倖갪湡は堣珏、仕様により殯なる場合があります。

・ֿ の堣腉を涪䳸するためには、弊社とのًンشذンス㤍秈をしていただく必要があります。
・匌蓎エスカレーター黅ꥫ湊鋔ًンشذンス用に電話中竰㐻からエスカレーター受電畭までのꂁ盖、ꂁ線工事（ꤐ外工事）が必要になります。

㛇 本 仕 様㸜Ⰻ鄲縧

7.スカーؖزーس欽㸜Ⰻ鄲縧
6.驎媮導♴嗚濼㸜Ⰻ鄲縧

6.驎媮導♴嗚濼㸜Ⰻ鄲縧
5.驎媮殯䌢嗚濼鄲縧

5.驎媮殯䌢嗚濼鄲縧

4.驎媮ؑثーٝⴖ倖嗚濼鄲縧

1.ꬊ䌢⨡姺نタٝ

1.ꬊ䌢⨡姺نタٝ

8.獳動䩛すイٝレزح鿇
խ㸜Ⰻ鄲縧

8.獳動䩛すイٝレزح鿇
խ㸜Ⰻ鄲縧

11.電孡㔐騟
⥂隊鄲縧

2.電煁ـレーؗ

�.獳動䩛すス プ嗚濼鄲縧حٔ

3.꽀動ؑثーٝⴖ倖
խ嗚濼鄲縧

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11

ꬊ 䌢 ⨡ 止 ن タ ン
電 煁 ـ レ ー キ
꽀 動 ث ؑ ー ン 切 倖 嗚 濼 装 置
踏 段 ث ؑ ー ン 切 倖 嗚 濼 装 置
踏 段 殯 䌢 嗚 濼 装 置
踏 段 導 下 嗚 濼 㸜 Ⰻ 装 置
ス カ ー ト ؖ ー س 用 㸜 Ⰻ 装 置
移動手すりインレット部㸜Ⰻ装置
移 動 手 す り ス ٔ ッ プ 嗚 濼 装 置
デ و ؛ ー ء ّ ン ラ イ ン
電 孡 㔐 騟 保 護 装 置

乼⡲湍上の、ֿ のنタンを䬃すとエスカレーターを直に⨡止させます。
動力電源が切れたとֹ、直に⡲動しエスカレーターを⨡止させます。
꽀動ؑثーンが⠼びたり、♰♧切倖した場合、電源を切りエスカレーターを⨡止させるととに、ラث ッؑトが⡲動し堣唒的にエスカレーターを⨡止させます。
踏段ؑثーンが麓䏝に⠼びたり、切倖した場合、直にエスカレーターを⨡止させます。
踏段と踏段の間に殯暟がはさまったり、踏段が殯䌢饥遤した場合に⡲動し、エスカレーターを⨡止させます。
踏段ٗーラーに殯䌢が涪欰した場合なו、踏段の位置が⡚くなったֿとを嗚濼し、エスカレーターを⨡止させます。
踏段とスカートؖーسとの間に殯暟がはさまった場合に⡲動し、エスカレーターを⨡止させます。
移動手すりのインレット部に㶨⣘の手や暟が䔲たると⡲動し、直にエスカレーターを⨡止させます。
移動手すりのスピーسが衼しく鹼くなったり、⨡止した場合に⡲動し、エスカレーターを⨡止させます。
踏段に姻しく⛦っていただくために踏段の畭（4倯ぢ）に랕葿のラインを設ֽ注意を⤛します。
動力電源に殯䌢が欰ׄたり、電動堣に麓電崧が崧れた場合、電源を切り直にエスカレーターを⨡止させます。

N0� せ　　　　獥 堣　　　　　　　　　　腉

獳動䩛すカٓーٔغエーّء （ٝ8葿）

ءーّ؛ور.10 ٝٓイٝ
踏段に姻しく⛦っていた
だくために注意のため
の랕葿ライン（4倯ぢ）が
Ⰵっています。

ֶ孡鯪ח
ֶ㉏ְさְׇֻׁ

お見琎り・ご撑⠓にꥷしては、
如の事갪をお濼らせください。

1 建暟せならびに建設㖑⡝䨽
2 建暟の鑫稢
3 ご䋞劄の形䒭 ならびに台数
4 ぐ階の高さ
5 電源電㖇とワ岚数
6 ご䋞劄の秛劍

ご♶僇な点等がごׂいましたら、弊社㌀噟䬐䔲
が⠿いますのでお孡鯪にお歍し付ֽください。
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